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初
鹿
明
博
君
提
出
憲
法
第
五
十
三
条
に
基
づ
く
国
会
の
召
集
要
求
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送

付
す
る
。



衆
議
院
議
員
初
鹿
明
博
君
提
出
憲
法
第
五
十
三
条
に
基
づ
く
国
会
の
召
集
要
求
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

憲
法
第
五
十
三
条
に
よ
る
臨
時
会
の
召
集
の
決
定
と
憲
法
第
七
条
に
よ
る
衆
議
院
の
解
散
と
は
別
個
の
事
柄
で
あ
り
、
平

成
二
十
九
年
六
月
二
十
二
日
に
衆
議
院
及
び
参
議
院
か
ら
送
付
の
あ
っ
た
臨
時
国
会
召
集
要
求
書
を
踏
ま
え
、
内
閣
と
し
て

諸
般
の
事
情
を
勘
案
し
た
上
で
、
同
年
九
月
二
十
八
日
に
国
会
の
臨
時
会
を
召
集
す
る
こ
と
を
、
同
月
二
十
二
日
に
決
定
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
他
方
、
内
閣
が
衆
議
院
の
解
散
を
決
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
憲
法
上
こ
れ
を
制
約
す
る
規
定
は
な
く
、

い
か
な
る
場
合
に
衆
議
院
を
解
散
す
る
か
は
内
閣
が
そ
の
政
治
的
責
任
で
決
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。


